
振興助成金申請書（助成第1号様式）
大電教育振興会
令和８年度 振興助成金申請書
申請日　令和　 年　　月　　日
公益財団法人大電教育振興会
理事長　山倉 修一　殿

	· 基本情報　-

	団体名
	

	団体所在地
	〒

	代表者氏名
	氏名
	TEL：

	
	
	Email：

	構成員数
	

	活動目的等
	

※会則等及び会計報告（繰越金の記載含む）の写しを添付して下さい。

	昨年度の
主な事業内容
	

※事業概要（実施日、内容、場所、参加人数、費用）を簡潔に記載して下さい。

	· 申請内容①　-

	助成事業の名称
	助成事業を簡潔に表す名称（が望ましい）を記載して下さい。

	実施場所
	

	事業規模
	事業費用：　　　万円　/　参加予定人数：　　人　/　スタッフ人数：　　人

	実施時期
	年　　月　　日　　　～　　　年　　月　　日

	申請金額
	　　　　　　　　　　　　　　　　　円　　（上限：２０万円：１万円単位で申請してください）

	担 当 者
	氏名
	TEL：

	
	
	Email：

	趣旨等との確認
	

	事業の区分
	該当する番号に〇印を付けて下さい　（※事業の優劣判断ではありません）。
1．既存事業の維持・継続　　　　　　2．既存事業の発展・強化
3．新規事業の立ち上げ　　　　　　　4．地域の課題等への対応　
5．緊急的ニーズへの対応
6．その他　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）



	· 事業内容②　-

	事業の意味合い
（必要性・重要性）
	





	事業の趣旨・目的
（的確性）
	1（課題）． 
2（原因）． 
3（対策）． 
4（変化）． 
5（成果）． 
以上の5つの分類で記載して下さい。

	
	事業の目的（目指すところ/当財団の趣旨に合っているか確認して下さい）

	-　具体的な計画や成果等（アピールポイント）　-

	具体的な事業内容
（具体性）
	具体的な事業内容を記載して下さい（計画書添付可）。
・
・
・

	工夫すること
（実現性・納得性）
（+α：創造性）
	事業の成功の為に工夫することを具体的に記載して下さい（計画書添付可）。
・
・
・

	助成終了後の姿
（有効性）
	事業を通して、「期待している結果・成果等」を記載して下さい。
・
・
・

	助成3年後の姿
（持続性・発展性）
	助成3年後に描く姿に該当する番号に〇印を付けて下さい　（※複数回答可）。
1． 成果の再現ができている。
2． 活動が強化・発展し、継続している。
3． 地域などの課題が解消している。
4． 取組みにより仕組みができ、活用できている。
5． その他　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	助成3年後の姿
（夢・志）
	上記（助成後3年後）の姿を実現する為の工夫や計画等を記載して下さい。
・
・
・

	事業のアピール
· 任意記載
	言い尽くせない想い等がありましたら記載して下さい。
・
・



助 成 金 の 使 用 計 画（概要）

	※自己資金の不足状況を具体的に記載して下さい（団体等の収支報告書との整合を要す）。






	
経費区分
	
合計金額(円)
	支出予定額（円）
	
内　  訳

	
	
	助成申請金額
	自己負担金額
	

	
	

	

	

	

	
	

	

	

	

	
	

	

	

	

	
	

	

	

	

	
	

	

	

	

	
	

	

	

	

	
	

	

	

	

	
	

	

	

	

	
	

	

	

	

	
合　計

	

	

	

	


＊主催者の飲食代は助成の対象外と致します。



2

